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教育体系と仕組み

ＣＡＰ制？

留年？
卒業要件？

ＧＰＡ？

必修科目？

単位？
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履修の流れ

履修要綱

履修要綱、シラバス、時間割表などを参考に1年間受講する
科目の計画を立てる

Web
シラバス

履修登録

時間割表

履修規程、授業科目配当表、
卒業要件、卒業研究履修の資
格など卒業までの履修計画に
必要な情報が記載されている

入学時に配付

シラバス

科目概要（担当教員・学修の
ねらい・使用テキスト・評価
方法など）が記載されている

Ｗｅｂ上で閲覧

履修登録

学期（前期・後期）に受講す
るすべての科目を申告する

手続き

Ｗｅｂ上で登録

履修計画表を作成する
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教育体系図

共通基盤教育

就職対策講座（正課外）

学年

学修成果

専門教育

STOP THE CO2プロジェクト
学部学科横断プロジェクト

卒業研究

・

卒業
プロジェクト

導入系、倫理系、人文社会系、健康スポーツ系
英語基礎系、言語応用系
数理情報系、キャリア系

専門基礎導入 → 専門基礎 → 専門

ユニットプログラム（ＰＢＬ・創造性教育）
知識と技能の融合・アクティブラーニング

▼教育目的と教育目標

『考え、行動する人材の育成』
－社会で活躍できる人材－

1）創造する力
2）豊かな人間性
3）コミュニケーション能力
4）基礎学力

大学院
進学

就職

（教育区分）
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教育体系図

▼共通基盤教育
導入系、倫理系、人文社会系、
健康スポーツ系、英語基礎系、
言語応用系、 数理情報系、キャリア系

▼専門教育
専門導入、専門基礎、専門

（教育区分）
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必選区分 授業科目の区分

卒業に「不可欠」な科目
該当する学年で必ずとるようにする

必修

指定された科目の中から

大学が指定する単位数以上を

修得する必要がある科目

選択必修

必修と選択必修の枠の外で、

卒業に必要な単位数を

修得する必要がある科目

選択

他大学、他学科、他コース等の科目

成績評価は「Ｎ：認定」となる

自由

必修科目を

１科目でも落とすと

卒業できない！
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必選区分
▼授業科目の区分

必：必修、セ：選択必修、選：選択、自：自由
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単位制度

●すべての授業科目に単位数が設定され、試験に合格することで修得できる。

●学修時間には、大学の教室等で行われる授業だけでなく、 予習・復習等、
教室外での自主的な学修が含まれる。

●卒業するためには決められた単位を修得する必要がある。

１単位でも足りないと卒業できない！

※２単位＝９０時間の学修量

１単位あたりの学修量（時間数）

単位とは、
科目を修得するために必要な

学修量（時間）を数値で表したもの
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単位制度
▼学修量

1単位=45時間の学修
2単位=90時間の学修
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成績評価

Ｓ 秀 ９０点以上

合格

Ａ 優 ８０点台

Ｂ 良 ７０点台

Ｃ 可 ６０点台

Ｎ 認定

Ｅ

不可

５９点以下

不合格Ｘ 試験放棄、その他評価不可能

Ｄ ５９点以下、受講免除

授業の出席は、３分の２以上が必要！
足りない場合⇒不合格（評価Ｘ）

授業の出席・試験・レポートなど
シラバスに定められた内容で

評価される
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成績評価

▼成績評価
Ｓ=90点以上、Ａ=80点台、
Ｂ=70点台、Ｃ=60点台、
Ｅ=59点以下、Ｘ=不可、Ｎ=認定

「○」=  履修中
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ＧＰＡ （Ｇｒａｄｅ Ｐｏｉｎｔ Ａｖｅｒａｇｅ）

GPAは成績の質を表わす
単位数は成績の学修量を表す

GPA=（各成績評価の加重点×単位数）の合計 ÷ 履修単位数

ＧＰＡの計算方法

Ｓ=４点、Ａ=３点、Ｂ=２点、Ｃ=１点、Ｅ=０点、Ｘ=０点、Ｄ=０点

ＧＰＡの評価別加重点

※ＧＰＡ２．５以上の場合
上限単位数が増加する。
（看護学科を除く）

２．５以上 ⇒ ２単位
３．５以上 ⇒ ４単位

ＧＰＡ優良者の特典（CAP制を超えた履修が可能となる）と各種表彰

＋
学科別・年次別成績優秀者表彰

point
不合格科目の単位数は

分母として計算するので、

ＧＰＡを下げることになる
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▼GPA
成績の質を表わすＧＰＡ



３年次修了時の単位数104単位未満

（看護学科８７単位未満）

卒業研究履修の条件科目未修得
（１科目でも不足があれば４年次留年）

教
育
体
系
と
仕
組
み

４年次留年
卒業研究履修の資格

＝「卒業研究」未着手者

履修要綱で条件を
チェックする
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▼卒業研究履修の資格
修得単位数と条件科目４年次留年



卒業に必要な単位数124単位以上

（臨床工学科136単位以上）

教育区分・必選区分別の単位数不足０
（１単位でも不足があれば卒業できない）
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卒業要件
卒業要件

履修要綱で条件を
チェックする
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▼卒業要件
修得単位数と条件科目卒業要件
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数字で見る

４年次で104単位未満など

（卒業研究未着手者）

※昨年度の退学理由
学業不振 32％
進路変更 31％
経済・健康 33％
その他 4％

2016年４月入学

⇒ 2020年3月卒業

約10％ 約77.6％ 約４.9％

４年次留年 ｽﾄﾚｰﾄ卒業

年間

退学・除籍

2019年度データ



教
育
体
系
と
仕
組
み

数字で見る

修得単位の平均値 ＧＰＡの平均値

GPAは成績の質を表わす
最大値は、4.00

単位数は成績の学修量を表わす

学年 前期 修了時

１年次 2.21 2.16

２年次 2.07 2.07

３年次 2.21 2.25

４年次 2.20 2.26

2019年度データ

学年 前期 修了時

１年次 20 42

２年次 60 80

３年次 100 114

４年次 117 126
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CAP制度

看護学科のみ 看護学科のみ

年間 半期

履修単位数の上限を設定する制度

なぜ必要か？
事前事後学修に必要な時間を
十分に確保するため

修得できる単位数

※ＧＰＡ２．５以上の場合
上限単位数が増加する。
（看護学科を除く）

２．５以上 ⇒ ２単位
３．５以上 ⇒ ４単位

（キャップ）

単位の実質化



成績表の見方

単位集計？

卒業研究？

卒業？

配付時期？
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成績表配付

９月上旬から

KAITWalker（インターネット）を介して
常時、閲覧可能

学生へ

①１０月中旬に父母の皆様に郵送
②３月中旬に父母の皆様に郵送（予定）

ご父母 → 学生へ
※渡す時には学業状況を把握していただき、是非ご父母からも応援をお願いします

学業成績表（原簿）

ご父母へ
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表の見方

成績欄

単位集計欄

入学年度・所属・氏名欄

備考欄
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準備・確認

卒業研究履修の資格（記載ページ） Ｐ

卒業要件（記載ページ） Ｐ

所属学科

入学年度（西暦）
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卒業研究 単位集計欄のココ

卒研不足
（単位数）

卒研着手
条件科目不足

科目数
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卒業研究

３年次修了時までに
卒研不足(単位数)と

卒研着手条件科目不足科目数を

「０」にする。
●履修中の科目は単位集計に反映されない
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卒 業 単位集計欄のココ

卒業不足
（単位数）
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卒業時までに
卒業不足(単位数)を

「０」にする。
●履修中の科目は単位集計に反映されない

卒 業
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卒業研究履修の資格

履修要綱で
条件を
チェックする。

卒研不足がある場合

（父母説明会資料でも可）

修得科目をマーカーし、条件科目
の「未修得科目」を特定する。

卒研不足

履修中の科目を含めて、修得単位
の見通し及び履修計画を立てる。
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卒業不足

履修要綱で
条件を
チェックする。

卒業不足がある場合

（父母説明会資料でも可）

教育区分・必選区分別の未修得
単位と科目を特定する。

卒業要件
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単位集計欄 単位集計のしくみ

６

１

１

超過分 充当分

２

６

組替分

８

オーバーした単位は

同分類または任意の

教育区分の

不足単位に充当する

※単位数が「合計」欄に表示されない
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単位集計欄 任意の単位 以下の単位は
「任意」として扱われる

オーバー分

教育区分の卒業要件をオーバーした単位

他学科科目等

教職課程

●教職課程：９科目１８単位

他大学・他学科・他コース等の単位



保護者の皆さまへ

自立サポート？

Webサイト？

問合せ先？

学修サポート？
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自立サポート

「保護する姿勢」から「見守る姿勢」にシフトチェンジ

生活的自立

３つの自立を促す

身の回りの
整理整頓

身だしなみを
整える

生活リズムを
整える

自分のことは
自分で考えて決定し、

行動できる力

精神的自立 経済的自立

親に依存することなく
自分自身が

生きていくために
働くこと

親の役割
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保護者サイト 「保護者ポータルサイト」を開設

①学生掲示板

②時間割

③出席率 （現在停止中）

④試験日情報 （現在停止中）

⑤出席情報 （現在停止中）

閲覧できる内容

授業に関する情報が常に把握することができる

教務課へ「電話」または「メール」で連絡。
その際、学生の学籍番号を伝える。

パスワードを忘れたら

大学に申請されている保護者住所宛に
パワードを郵送する。
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保護者サイト 「保護者ポータルサイト」の利用方法
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学修サポート 「主体的な学び」をサポート

基礎教育支援センター

●多様な入試形態による学力差の是正
●基礎学力の支援
●高校での学習における補習・補完教育

数学・英語・物理・化学・生物の
各教科の専任チューター（高校教員ＯＢ）が
マンツーマンで指導 ※オンラインで対応中

ピアサポート

学生同士が「助け合い」、「支え合う」、
学生が運営する「なんでも相談室」

●授業サポート（英語演習等）
●留学生サポート（数学、物理、英語）
●新入生サポート（数学、物理、Excel等）

年間利用者： 約5,000（延べ）人
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問合せ先

Ｍａｉｌ

kyoumu@kait.jp

ご不明な点は
教務課まで
お問い合わせください。

電話

０４６-２４１-１２１３

ご清聴ありがとうございました。


